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応用基礎レベルの授業向け教材の紹介



弘前大学のデータサイエンス教育プログラム
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データサイエンス発展I 受講者数
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データサイエンス発展II 受講者数
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データサイエンス発展I 授業の概要
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• 「データサイエンス基礎」を履修し，データ分析について基

礎知識のある者を対象とする

• プログラミング言語Pythonについて基礎から学び，Python

を用いたデータ分析を学ぶ

• 回帰分析の手法と具体的な課題を用いて，データサイエンス

ならびに人工知能による実践的な課題解決の方法を学ぶ



データサイエンス発展II 授業の概要
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• 「データサイエンス発展I」を履修し、Pythonプログラミン

グでデータ分析の経験をある者を対象とする

• AIのアルゴリズムを学び、具体的な課題を用いてデータサイ

エンスならびに人工知能による実践的な課題解決の方法を学ぶ



DS発展I 各回の内容 (令和7年度予定)
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1. データサイエンスと人工知能

2. Pythonプログラミングの基礎1: プログラミングとは・変数とデータ型

3. Pythonプログラミングの基礎2: 文字列操作・データ構造

4. Pythonプログラミングの基礎3: リスト操作・論理演算と条件分岐

5. Pythonプログラミングの基礎4: 反復処理・内包表記・関数

6. Pythonプログラミングの基礎5: ライブラリとファイル入出力

7. Pythonプログラミングの基礎 (復習) とChatGPTの利用

8. データの特徴を知る1: 確認・操作・データ集計

9. データの特徴を知る2: データの可視化手法

10.機械学習のためのデータ設計: 汎化能力・交差検証

11.数値予測問題に取り組む1: データの確認・特徴把握

12.数値予測問題に取り組む2: 数値予測と回帰モデル

13.分類問題に取り組む1: ロジスティック回帰

14.分類問題に取り組む2: 予測モデルの作成

15.学習状況の確認（試験含む）と解説



データサイエンス発展I 授業の実施について
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実習室にて対面授業を実施

講義とPython言語を用いた実習で構成

 Pythonプログラミング環境: JupyterHub

教材: Moodleのコースページに授業スライド，小テストと実習用Notebook
ファイルを提示

評価:小テスト，実習用Notebookとデータ分析課題 (数値予測問題，分類問題)

高大連携公開講座として開講



データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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データサイエンス発展I 教材例
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DS発展II 各回の内容 (令和7年度予定)
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1. 機械学習とニューラルネットワーク

2. ディープラーニング

3. 機械学習のアルゴリズム

4. 画像データ分析1: 画像処理

5. 画像データ分析2: 畳み込みニューラルネットワーク

6. 画像分類問題に取り組む1: データの確認とモデル化の準備

7. 画像分類問題に取り組む2: モデルの作成

8. テキストデータ分析1: 自然言語処理の基礎

9. テキストデータ分析2: ニューラルネットワーク

10.課題解決に挑戦1: 課題設定と分析手法の決定

11.課題解決に挑戦2: 分析に取り組む

12.課題解決に挑戦3: モデル化に取り組む

13.課題解決に挑戦4: コンペに挑戦

14.課題解決に挑戦5: 発表準備

15.課題解決に挑戦6: 最終発表会



データサイエンス発展II 授業の実施について
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実習室にて対面授業を実施

教材: 第1回-第10回はeラーニング教材 (Signate) による実習，最終課題とし
て2つの課題から選択 (令和6年度)

最終課題:

1. モノクロ顔画像の感情分類

2. 青森県産りんごの価格予測

評価: eラーニング教材と最終課題の成果



最終課題: 青森県産りんごの価格予測
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気温や日照，取引量などのデータを利用して青森県産りんごの東京都中央卸売
市場での卸売価格を予測する時系列モデルや多変量回帰モデルを構築

消費地におけるりんご価格は，青森県のりんご産業に非常に重要

使用可能なデータ: 東京都中央卸売市場におけるりんご，みかん，梨の卸売価
格と取引量，弘前市の気象データ，東京の気象データ

予測: 2023年10月1日から2024年9月30日 (366日間) のりんご価格を予測



りんごの卸売価格・取引量推移
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夏には卸売価格が上昇，取引量は減少する季節変動

近年卸売価格は上昇傾向，取引量は減少傾向

1 kgあたり
卸売価格 (円)

取引数量 (kg)



りんごとみかん価格の比較
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他の果実 (例: みかん) と比較すると，価格変動は不規則で，
予測が難しそうにみえる

りんご
1 kgあたり
卸売価格 (円)

みかん
1 kgあたり
卸売価格 (円)



弘前大学での今後の展開
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内製化教材をもちいた全学における授業実施

履修者の増加に対応するために，オンデマンド形態の授業を準備 (DS発展I)

オンデマンド授業用教材開発

 動画教材・小テストの作成，演習教材の改良

データサイエンス科目群の再編



まとめ
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データサイエンス発展I，データサイエンス発展IIを実施

回帰分析の手法と具体的な課題を用いて，データサイエンスならびに人工

知能による実践的な課題解決の方法を学ぶ

 AIのアルゴリズムを学び，具体的な課題を用いてデータサイエンスならび

に人工知能による実践的な課題解決の方法を学ぶ

内製化教材，オンデマンド教材を作成

データサイエンス科目群の再編
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